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プログラム概要

先行組織での新たな課題

業務支援体制 評価制度 研修・業務支援体制，評価制度，研修
資格習得状況

総合技術部の設立，二元的配置等
役割の明確化，人材育成の充実

経緯説明，技術職員の主体的
関わり

ＫＥＫの組織経緯，年齢構成を
踏まえた採用計画

組織化の過去・現在・未来，マト
リックス型ワークキング形態の導
入

組織規模，組織化のメリット・
デメリットデメリット

採用人材，特に辞退者への対策
（選考、協議の導入）や人材要件
（独自試験の実施するケースある
いは採用時には特にこだわらないいは採用時には特にこだわらない
ＯＪTで人材育成するケースなど
様々）

プログラム概要

機能している組織紹介（一つの
デ 参考 なモデルとして参考になるのでは）

技術職員の在り方（プロフェショ
ナルか何でも屋か）ナルか何でも屋か）

技術職員及び組織の在り方
の概念

技術支援アンケート紹介，将
来構想，オペレータからクリ
エータへ

技術職員の人事交流に掛る課
題紹介，人材研修状況（海外
研修制度など）

総評（全体感想）
 各報告について

 既設技術職員組織における課題の顕在化し，

大学・高専・研究機構問わず，改善に向けた取組みが見られ，
特に大学においては全学視点たった改革方向にあるようである

 意見交換について
 定年延長対策定年延長対策
 新人採用

 採用方法（選考採用，協議採用の必要性）
 高学歴化（即戦力）と大学特有な技術職員像（経験の蓄積）

 組織の在り方
 組織化になじまない人をどうする 組織化になじまない人をどうする

 技術職員の在り方
 地域貢献活動

 良い学生確保に向けたアピール，大学のアピール
 出前実習の実例

次ページへ



総評（全体感想）

 人員計画人員計画
 再雇用状況

 フルタイム，継続教務

 再雇用者退職まで新規採用できない（退職後の補充も不透明のところ
もある）

 エフォート制も併用 エフォ ト制も併用

 技術継承

 計測機器操作

 早めの後継者育成

 昇任
昇任制度 重 性（処遇後 能性あり） 昇任制度の重要性（処遇後退の可能性あり）

 高エネ研の公募制

 人事交流 人事交流
 当技術シンポジウムの今後の展開（持ち回り？）

 どこで検討する？検討する

まとめ
私が考える組織の在り方と技術職員像

知られていないことの問題意識

私が考える組織の在り方と技術職員像

知られていないことの問題意識
 技術職員は，教育・研究に関わる技術支援に欠かせないと言われている

技術職員 組織化は 全国的流れ 中 大学に見合う形態が検討され 技術職員の組織化は，全国的流れの中で，大学に見合う形態が検討され
ている

 国大協において，古くから，教室系技術職員の待遇改善への取組がなさ
れているれている

 総合科学技術会議では，研究支援体制の強化が提言されている
 技術職員は，全国1,000人規模の総合技術研究会を開催している
 専門分野別の技術研究会は多々存在し，継続している

 高エネルギー加速器研究機構では，全国規模の技術職員シンポジウムを
開催している開催している

なのに 何故なのに，何故，
・技術職員は一つの業務領域として定着しないのか？

・様々な局面で 技術職員の視点が欠けたり 技術職員の活
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様々な局面で，技術職員の視点が欠けたり，技術職員の活
動が解らないと言われるのか？

技術職という特性による職域集団化の難しさ

 技術職員の役割の多様性（大学方針に依存）

※学校教育法上での技術職員の「その他の必要な職員」として
の扱いといった歴史がある

 技術職員の職務の多様性（研究室等の配属先に依存）
※庶務 会計 図書のように類型化しにくい※庶務，会計，図書のように類型化しにくい

技術職員のイメージを自らが作り上げることと，認知
させるに適切な組織構築が重要と考えるさせるに適切な組織構築が重要と考える

※技術職員研究の必要性
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※技術職員研究の必要性

 大学技術職員は，

 異動が少ないという特性を活かし（採用後２０年～３５年の同一職場珍しくない），異動 少 う特 採 職場珍 ，

 経験の蓄積に基づく，教員あるいは民間の技術職員では得がたい技術力を持つ

 ＯｎｌｙＯｎｅを目指しつつも，

教員 教職協働 並び 事務職員 連携を 大学構成員であることを自覚・認識し，教員（教職協働）並びに事務職員との連携を
念頭に置く

ことが肝要と考える

 技術職員組織は 技術職員組織は，

 目的（何のための組織なのか）を明確にし，

 技術職員が実運用視点をベースに主体的に構築・改善し，

 拙速は避け，

 身の丈に合った，

 教員組織 事務組織と連携し 教員組織，事務組織と連携し，

 取り巻く環境変化に柔軟に対応し，

 進化していくものである
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ことが肝要考える


